
平成２８年度 施策マネジメントシート【２７年度実績評価】 年 月 日

①

②

③

２．施策の事業費

３．施策の達成状況

成果指標 説明

行政情報の公開や説明責
任が十分果たされていると
思う町民の割合

単位 30年度(目標)

46.2

現状の取り組みの延長で目標達成は
難しいが、現行事業の見直しや新規事
業の企画実施で目標達成は可能

29年度

60.0

成果指標は前年を下回り、目標達成していない状況にあ
るが、住民意識調査に毎年抽出される方が違うので、数
値に変動はあるという前提で考えると、成果は変わらな
かったと判断した。
そよ風トークの拡大、広報誌、広聴制度など、情報発信
や町民の声を聴く制度の充実及び文書ファイリングによ
る行政文書の整理と、個人情報の保護など情報管理の
制度の基盤は確立してきており、継続した取り組みにより
目標達成は可能である。

28年度

根拠
（理由）

想定され
る理由

現状の取り組みの延長で目標は達成
できる

26年度決算

事業の見直しや新規事業の企画実施
をしても目標達成は難しい

広聴事業

成果は向上した

②施策の成果向
上に対して貢献
度が低かった事
務事業

（１）施策の達成度とその考察

成果は変わらなかった

成果は低下した

成果指標
設定の考え方

住民意識調査

結果

①前期実施計画の目標は５５％で前期期間中５５％を超えた年が３年あったことから、６０％を目指す。

55.0

人工数（業務量）

60.0

27年度

意図

町民と行政の情報の共有化を図るため、情報
公開や説明を徹底します。

施策の方針

23年度（策定時）

１．施策の方針と成果指標

％

政策名

町民が主役となった自治に基づくまちづくり

対象

内　線

施策関係課 総務課

220

町民と行政との情報の共有化を図る

28

町民

基本目標

佐野寿行

徹底した情報公開と説明

的確な情報伝達による生活利便性
の向上と、まちづくりへの住民理解
を図る

3

施策番号

企画財政課

26年度

54.5 51.3

（２）施策の成果評価に対する平成27年度事務事業の総括

作成：

主　管　課

6

課長名

町民が主役となった地域づくり
施　策　名

5-1-1

20,946

27年度決算

18,748施策事業費　(千円）

広報事業

①職員による「情報力向上研修」を行い、課題抽出と改革・改善策をまとめ、具体策として平成27年12月から芽
　室町公式フェイスブックを開設し、情報発信ツールを拡充した。

②広聴事業として行っている「そよ風トーク」は団体など個別対応と冬季に町内を巡回する形で実施してきたが、
　新たに夏季にテーマ設定せずフリートーク形式で試行した。

③無線方式による農村地域のブロードバンド基盤整備は終えたが、インターネット加入率は依然低調であった。

①平成27年度
の成果評価
（前年度比較）

①施策の成果向
上に対して貢献
度が高かった事
務事業

③事務事業全体
の振り返り(総括)

2.1842 2.0383

②平成30年度
の目標値達成
見込み



Ａ：実現した

Ｂ：（後期実施計画策定時と比較して）大きく前進した

Ｃ：（後期実施計画策定時と比較して）前進した

※該当に○印 Ｄ：（後期実施計画策定時と比較して）変わらない

Ｅ：（後期実施計画策定時と比較して）後退した

４．施策を取り巻く状況変化・住民意見等

５．施策の課題認識（現状の課題、新たに取り組むべき課題）

６．総合計画推進委員会（庁内評価）

Ａ：実現した

Ｂ：（後期実施計画策定時と比較して）大きく前進した

Ｃ：（後期実施計画策定時と比較して）前進した

Ｄ：（後期実施計画策定時と比較して）変わらない

Ｅ：（後期実施計画策定時と比較して）後退した

７．総合計画審議会（外部評価）

Ａ：実現した

Ｂ：（後期実施計画策定時と比較して）大きく前進した

Ｃ：（後期実施計画策定時と比較して）前進した

Ｄ：（後期実施計画策定時と比較して）変わらない

Ｅ：（後期実施計画策定時と比較して）後退した

○

≪施策を取り巻く状況≫
住民と行政の情報共有や説明責任の発揮は、協働のまちづくりに向けて大変重要な施策であるが、個人にとっ
て不都合な行政情報だと説明責任が果たされていないと感じてしまう側面もある。
≪今後の予測≫
「徹底した情報公開と説明」と「町民参加の促進」の両施策は密接な関係にあり、ＳＮＳなど情報を入手する手段
を拡大していくことが成果の向上につながるものと考える。

〇

進捗結果

この施策に対し
て住民や議会か
らどんな意見や
要望が寄せられ
ているか？

評価

●芽室町は情報発信に力を入れていると感じる。
●Facebookの活用により、インターネットを利用する世代に対する
情報発信方法は拡充されている。
●広報誌の情報が解りやすくなっている。

DA

課題①　行政情報の管理
　行政情報の開示請求が増加していることとマイナンバー制度導入により個人情報の保護の徹底が求められている。災害時やサイバー攻撃な
ど
　に備えたセキュリティ対策を強化する必要がある。（効果的・効率的な行政運営施策に連動する）
課題②　情報発信手段の拡充
　広報紙など紙面による周知の他、特に若者を中心としたインターネットを通じた情報ツールが発達しているため、ＳＮＳなど情報のタイムリー
化、
　見やすさ、検索のしやすさなど、常に見直す必要がある
課題③　農村地域ブロードバンドの普及

EC

〇

Ｃ

今後の取組
に対する
意見

今後の取組
に対する
意見

情報発信手段の拡充を進めてほしい。

A

Ｄ E

進捗結果

施策を取り巻く状
況と今後の予測

DB

進捗結果

●スマートフォン等を使った情報発信と直接応対が両立していて初めて行
政サービスの向上と言える。
●農村ブロードバンドについては、改めて加入促進のPRをしてみてはどう
か。
●そよ風トークは参加者が発言しやすい雰囲気づくりを心掛けてほしい。
●抽出対象が異なることを理由に、減少を成果の低下ではないと捉えるな
らば、成果指標の設定そのものに問題があるのではないか。
●住民意識調査の調査方法についても検討してほしい。

職員による情報発信のツールの整備や「そよ風トーク」の工夫をし
広報・広聴機能が充実してきていることから、施策として前進してい
ると評価する。

施策全体に関わる意見・要望はないが、すまいるモニター及びすまいるアンケートにより、広報誌に対する意
見・提案をいただいている。

（３）「施策の方針」実現に対する進捗結果

B

Ａ Ｂ

評価

EC


